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Japon – JSPS, Strasbourg.  
　
教
育
活
動 
 
学
部
：「
哲
学
演
習
Ａ
Ｂ
」、「
社
会
思
想
史
Ａ
Ｂ
」、
「
科
学
思
想
史
Ａ
Ｂ
」、「Philosophy A
B
」
 
 
学
外
：「
西
洋
哲
学
史
（
中
世
哲
学
）」（
早
稲
田
大
学
）、「
宗
教
哲
学
」（
早
稲
田
大
学
）
　
そ
の
他
の
活
動
　
　
　
　
　
　
１
． 
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
（U
niversité 
de Strasbourg
）
へ
の
研
究
滞
在
（
二
〇
一
九
年
五
月
十
日
〜
二
十
五
日
）
三
　
二
〇
一
九
年
度
哲
学
科
卒
業
論
文
題
目
一
覧
〝
ヒ
ト
〞
と
し
て
生
き
る
と
は
何
な
の
か
　
│
人
工
知
能
は
人
に
な
り
え
る
の
か 
宮　
本　
竜　
羽
自
分
史
「
私
と
う
つ
病
」
　
│
自
殺
方
法
に
つ
い
て
吟
味
す
る 
池　
田　
駿
一
朗
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
は
別
の
仕
方
で 
佐　
藤　
旭　
人
女
の
価
値 
 
増　
田　
里
佳
子
比
較
行
動
学
に
基
づ
い
た
人
間
の
攻
撃
性
に
つ
い
て 
鈴　
木　
八　
束
お
笑
い
の
カ
テ
ゴ
リ
│
Ｍ
│
１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
を
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
笑
い
』
で
分
析
す
る 
鈴　
木　
晋　
平
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
可
能
性
　
│
ア
ニ
メ
は
う
つ
に
効
く
か 
長　
森　
健　
悟
性
的
倒
錯
　
│
同
性
愛
の
必
要
性
と
そ
の
将
来
に
つ
い
て 
山　
本　
祥　
平
真
理
認
識
と
ア
ニ
メ
に
つ
い
て 
岡　
崎　
龍　
馬
ス
ポ
ー
ツ
と
哲
学 
 
印　
南　
航
太
郎
印
象
と
観
念
と
現
代
人 
植　
木　
一　
輝
大
衆
社
会
の
弊
害
と
そ
の
先 
大　
藤　
涼　
花
ニ
ー
チ
ェ
の
道
徳
批
判 
片　
沼　
ゆ　
い
安
楽
死
を
め
ぐ
る
哲
学
的
考
察 
　
木　
村　
智　
信
時
間
超
越
に
つ
い
て
│
細
田
守
作
品
か
ら
考
え
る
　
タ
イ
ム
リ
ー
プ
に
つ
い
て 
芝　
崎　
大　
夢
113
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
に
お
け
る
幸
福
つ
い
て
　
│
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
幸
福
な
生
活
」
を
　
送
る
こ
と
が
で
き
る
か  
清　
水　
ち
か
ほ
自
分
史
│
野
球
に
捧
げ
た
学
生
生
活 
中　
島　
幹　
太
卒
業
制
作
　
│
楽
曲
群
『
展
望
と
回
顧
』
の
制
作
と
そ
の
解
説 
藤　
本　
拓　
輝
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
芸
術
性
│
「
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
」
の
中
の
　
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」
に
つ
い
て 
西　
　
　
　
　
輝
日
本
人
の
死
生
観
と
自
殺 
町　
田　
彩　
華
宗
教
と
は
何
か
│
聖
な
る
も
の
の
魅
力
 
 
ム
フ
ム　
ダ
イ
ア
ナ
ア
サ
ン
テ
ワ
は
な
友
情
に
つ
い
て
│
真
の
友
情
は
存
在
す
る
の
か 
山　
下　
梨　
奈
人
工
知
能
の
人
間
性
│
人
工
知
能
の
感
情
と
倫
理 
リ　
　
リ
ン
ゼ
イ
「
や
さ
し
さ
」
と
は  
渡　
邉　
香　
子
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 
　
水　
永　
菜　
月
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
戦
争
と
平
和 
　
五
十
嵐　
大　
将
純
粋
経
験
の
哲
学
│
純
粋
経
験
の
世
界
観
を
追
う 
篠　
塚　
祐　
馬
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
形
成
│
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
つ
い
て
　
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
手
引
き
に
考
え
る 
島　
本　
亮　
平
環
境
教
育
施
設
と
な
る
場
合
の
水
族
館
と
　
今
後
の
可
能
性 
 
高　
木　
晴　
紀
カ
ン
ト
に
お
け
る
道
徳
哲
学
に
お
い
て
　
│
一
般
的
な
道
徳
観
念
と
そ
の
内
実 
高　
橋　
窓　
香
現
代
ア
ー
ト
論 
 
武　
樋　
航　
大
倫
理
的
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て 
萩　
元　
瑞　
樹
カ
ン
ト
の
義
務
に
つ
い
て
　
│
我
々
が
義
務
に
従
っ
て
生
き
る
意
味
と
は
何
か 
石　
井　
彩　
夏
自
殺
に
つ
い
て
│
自
身
の
「
死
」
に
つ
い
て
考
え
る 
小　
椋　
礼　
奈
宗
教
を
信
じ
る
人
│
宗
教
と
戦
争
の
関
係 
上　
條　
夏　
季
全
体
主
義
批
判 
 
木　
村　
和　
詩
ル
ソ
ー
に
お
け
る
一
般
意
志
と
平
等
の
関
連
性 
田　
島　
　
　
樹
大
衆
社
会
に
お
け
る
責
任
の
あ
り
方 
松　
尾　
瑠　
衣
機
械
論
と
そ
の
歴
史 
岩　
本　
有　
平
ス
ポ
ー
ツ
と
は
何
か
│
動
的
・
静
的
ス
ポ
ー
ツ
の
存
在
 
 
赤　
沼　
達　
弘
神
の
完
全
性
と
世
界
の
不
完
全
性
に
つ
い
て 
天　
川　
優　
希
人
生
の
意
味 
 
伊　
澤　
彩　
貴
動
物
解
放
論
に
対
し 
石　
田　
浩　
之
精
神
分
析
と
コ
ー
チ
ン
グ 
小　
泉　
泰　
誠
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
「
意
志
論
」
に
つ
い
て 
齋　
藤　
杏　
奈
主
体
性
に
つ
い
て
│
暴
力
を
行
う
主
体
性
と
は 
佐　
藤　
宗　
徳
バ
タ
イ
ユ
か
ら
見
る
「
生
」
と
「
性
」 
鈴　
木　
彩　
音
責
任
に
つ
い
て
〜
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
に
お
け
る
責
任
〜 
高　
橋　
時　
生
功
利
主
義
に
つ
い
て
│
幸
福
と
は
何
か 
　
富　
田　
裕　
美
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
│
プ
ロ
野
球
業
界
全
体
の
動
き
 
 
瓶　
子　
佳　
広
114
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
に
つ
い
て 
前　
村　
朋　
花
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』
よ
り
因
果
律
に
基
づ
く
神
の
存
在
証
明
に
つ
い
て
　
│
原
因
と
結
果
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
原
理
を
探
る
 
 
山　
口　
　
　
桂
功
利
主
義
で
見
る
現
代
社
会
の
幸
せ 
　
出　
口　
雄　
悟
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
に
つ
い
て 
浦
川　
將
右
衛
門
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
労
働
と
生
産
に
つ
い
て 
菅　
原　
一　
希
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
共
感
」
と
　
ロ
ー
ル
ズ
の
ヒ
ュ
ー
ム
批
判 
寺　
田　
真　
美
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
『
君
主
論
』
に
つ
い
て 
野　
網　
真　
帆
運
命
を
受
け
入
れ
る
か
抗
う
か 
八　
戸　
李　
佳
餓
鬼 
 
大　
澤　
裕　
樹
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
道
徳
観
に
つ
い
て
　
│
ル
ソ
ー
の
道
徳
観
は
現
代
社
会
に
お
い
て
指
針
と
な
り
得
る
か
否
か
 
 
後　
藤　
あ
ゆ
美
規
律
と
は
何
か 
 
庄　
子　
櫻　
彩
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
に
お
け
る
幸
福
に
つ
い
て
　
│
包
括
説
と
優
位
説
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
幸
福 
石　
井　
和　
馬
ダ
ン
テ
『
神
曲
│
地
獄
篇
│
』
と
キ
リ
ス
ト
教
の
連
関
　
│
『
神
曲
』
と
黙
示
録
並
び
に
教
令
集
と
の
比
較 
今　
井　
隼　
斗
「
悪
人
」
と
は
ど
ん
な
人
物
か
　
│
快
適
な
毎
日
を
送
る
た
め
に 
太　
田　
尚　
光
経
験
に
つ
い
て
　
│
現
代
の
経
験
に
通
ず
る
も
の
と
は 
片　
山　
　
　
隼
人
間
の
身
体
の
境
界
に
つ
い
て 
勝　
山　
鈴　
香
プ
ラ
ト
ン
と
芸
術
　
│
『
国
家
』
に
お
け
る
ミ
ー
メ
ー
シ
ス 
鎌　
田　
由　
貴
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
　
「
自
由
論
」
に
つ
い
て 
清　
水　
桃　
子
感
情
の
正
当
性
│
『
感
情
と
法
』
に
見
る
　
感
情
の
法
的
な
立
ち
位
置 
富　
樫　
亜
夏
里
「
善
・
悪
」
に
つ
い
て
│
「
善
・
悪
」
は
何
に
よ
っ
て
導
き
だ
さ
れ
る
の
か
 
 
野　
村　
　
　
薫
プ
ラ
ト
ン
の
想
起
説
と
魂
に
つ
い
て 
新　
井　
日
南
乃
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
　
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
に
つ
い
て 
伊　
藤　
楽　
斗
脳
死
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題 
沖　
　
　
彰　
悟
自
己
に
つ
い
て
│
自
己
に
対
す
る
行
為
へ
の
考
察 
金　
子　
美　
玖
美
と
道
徳
に
つ
い
て
│
シ
ラ
ー
の
自
律
か
ら
考
え
る
　
他
者
へ
の
心
の
表
現 
小
松
崎　
晴　
加
セ
ザ
ン
ヌ
考
察 
 
鈴　
木　
貴　
也
ベ
ネ
タ
ー
の
反
出
生
主
義
と
絶
滅 
鈴　
木　
　
　
悠
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
つ
い
て 
武　
内　
千　
夏
ワ
ン
ネ
ス
に
つ
い
て
〜
分
離
と
統
合
〜 
中　
西　
涼　
介
ニ
ー
チ
ェ
の
人
生
と
哲
学 
堀　
　
　
友　
栄
115
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
現
状
と
共
生
社
会
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
　
│
日
本
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
を
対
象
に 
赤　
羽　
寛　
和
プ
ラ
ト
ン
『
メ
ノ
ン
』
に
お
け
る
「
正
し
い
考
え
」
と
「
知
識
」
に
つ
い
て
　
│
正
し
い
考
え
と
知
識
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か 
浦　
　
　
卓　
杜
「
啓
蒙
」
に
つ
い
て  
後　
藤　
　
　
琢
声
の
影
響 
 
酒　
井　
　
　
星
現
代
に
お
け
る
幸
福 
佐
々
木　
智　
史
「
愛
情
」
に
つ
い
て  
佐　
藤　
千　
夏
「
理
想
国
」
を
語
る
意
義 
佐　
藤　
綾　
子
日
本
に
お
け
る
倫
理
学
の
形
成 
寺　
澤　
祐　
希
脳
（
発
達
）
の
多
型
│
凡
庸
さ
の
な
か
の
揺
ら
ぎ 
根　
上　
莉
彩
子
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
研
究
│
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
論 
野　
上　
啓　
介
ケ
ア
の
哲
学 
 
宮　
原　
崚　
人
和
辻
倫
理
学
に
つ
い
て 
山　
根　
悟　
史
デ
カ
ル
ト
研
究
│
『
省
察
』
に
お
け
る
デ
カ
ル
ト
循
環
を
　
「
自
然
の
光
」
と
神
の
概
念
か
ら
検
討
す
る 
魚　
住　
広　
生
ト
ラ
ウ
マ
記
憶
か
ら
の
立
ち
直
り
と
反
復
性
の
関
係
に
つ
い
て
 
 
エ
リ
オ
ッ
ト　
来
玲
亜
コ
ギ
ト
に
つ
い
て 
 
佐　
藤　
俊
太
郎
A
I
の
哲
学
的
考
察
　
│
こ
れ
か
らA
I
と
ど
う
共
に
歩
ん
で
い
く
か 
柴　
田　
早　
紀
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
魂
へ
の
気
遣
い
」
に
つ
い
て
　
│
プ
ラ
ト
ン
初
期
対
話
篇
を
中
心
に 
山　
本　
慶　
紀
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
に
お
け
る
反
出
生
主
義 
野　
谷　
駿　
介
反
出
生
主
義
の
生
命
倫
理
的
意
義
　
│
生
の
悪
さ
の
縮
減
に
向
け
て 
笹　
本　
昂　
平
四
　
二
〇
一
九
年
度
修
士
論
文
題
目
一
覧
サ
ル
ト
ル
と
現
象
学
今 
岡　
　
　
裕　
貴
多
様
な
思
考
と
関
わ
り
あ
う
現
代
に
お
い
て 
伊　
庭　
啓　
志
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
的
芸
術
観
か
ら
考
え
る
　
存
在
規
定
的
な
態
度
に
つ
い
て 
杉　
山　
　
　
陵
現
象
学
的
個
体
論 
 
平　
野　
立　
輝
五
　
二
〇
一
九
年
度
開
催
　
東
洋
大
学
白
山
哲
学
会
日
時　
令
和
元
年
一
〇
月
二
六
日
（
土
） 
一
三
時
四
五
分
か
ら
会
場　
六
四
〇
七
教
室
（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
六
号
館
四
階
）
研
究
発
表
　
司
会
：
三
重
野
清
顕
　
畑　
一
成
（
東
洋
大
学
講
師
・
国
際
哲
学
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）
　
　
「
ゲ
ー
テ
の
想
像
力
と
カ
ン
ト
の
原
型
的
知
性
」
　
司
会
：
武
内　
大
　
稲
垣　
諭
（
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
）
　
　
「
幾
何
学
の
起
源
再
考
」
退
職
記
念
講
演
　
司
会
：
河
本
英
夫
116
　
高
山　
守
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
　
　
 「
国
家
の
自
由
と
個
人
の
自
由
│
ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
由
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」
懇
親
会
　
Stellar （
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
四
号
館
一
階
）
そ
の
他
校
友
会
研
究
奨
励
賞
に
博
士
前
期
課
程
の
今
岡
裕
貴
氏
、
学
部
四
年
生
の
山
本
慶
紀
氏
、
文
学
部
歓
学
奨
励
基
金
に
学
部
四
年
生
の
笹
本
昂
平
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
